
コ
ロ
ナ
禍
の
年
末
年
始

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
し
た
な
か
で
の
年
末
年
始
と
な
り
、
特
に
例
年

多
く
の
参
拝
者
の
あ
る
大
中
規
模
神
社
で
は
正
月
の
人
出
は
大
幅
に
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で
一
般
の
氏
神
神
社
で
は
例
年
と
そ
れ
ほ
ど
変
ら
な

い
神
社
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
は
か
ら
ず
も
地
元
の
氏
神
神
社
の
再
認
識
の
機

会
と
な
っ
た
と
す
れ
ば
怪
我
の
功
名
と
も
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
祈
り
を
深
め
た
い
と
い
う
声
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

節
分
の
こ
ろ
ま
で
を
初
詣
の
期
間
と
し
て
分
散
参
拝
を
と
い
う
呼
び
か
け
が

各
地
で
行
わ
れ
、
近
江
神
宮
で
も
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
あ
る

一
瞬
を
境
に
一
気
に
年
が
変
る
の
で
は
な
く
、
年
末
か
ら
少
し
づ
つ
年
を
送
り

迎
え
る
も
の
で
し
た
。
節
分
が
年
越
行
事
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
人
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

戦
後
、
昭
和
三
十
年
こ
ろ
ま
で
は
農
山
村

で
は
旧
正
月
を
年
越
し
と
し
て
祝
う
地
域
は

少
な
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
急
速

に
忘
れ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
中

国
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
交
流
が
深
ま
る
に
つ

れ
て
旧
正
月
が
春
節
の
名
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
昨
年

春
節
の
休
暇
に
中
国
か
ら
多
く
の
人
が
世
界

各
地
に
旅
行
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
世
界
に
拡

大
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
の
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
の
旧
正
月
は

二
月
十
二
日
で
し
た
が
、
も
と
も
と
二
月
十

一
日
の
建
国
記
念
の
日
も
日
本
書
紀
に
記
す
神
武
天
皇
の
ご
即
位
の
正
月
元
日

を
今
の
暦
に
直
す
と
二
月
十
一
日
に
な
る
と
す
る
も
の
で
、
旧
正
月
を
示
し
て

い
ま
す
。

建
国
記
念
の
日
の
奉
納
揮
毫

昨
年
に
続
い
て
今
年
も
二
月
十
一
日
の
建
国
記
念
の
日
、
「
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
（
宮
本
辰
彦
氏
代
表
）
の
主
催
に
よ
り
、
和
の
精
神
に
基

づ
い
て
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
た
め
の
行
事
と
し
て
、
伊
勢
の
神
宮
を
は
じ
め

各
地
の
十
二
の
神
社
で
、
そ
の
地
の
代
表
的
な
書
家
に
よ
る
揮
毫
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
近
江
神
宮
で
は
紀
元
節
祭
の
祭
典
後
、
外
拝
殿
で
滋
賀
県
書
道
協
会
理

事
長
の
神
田
浩
山
氏
の
奉
納
揮
毫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
揮
毫
は
、
一
枚
目
が
、
廃
人
・
長
谷
川
櫂
氏
の
俳
句
と
の
こ
と
で
す

が
「
南
無
金
剛

病
魔
退
散

白
団
扇(

う
ち
わ)

」

二
枚
目
は
和
の
古
字
で
、

龠
を
左
に
禾
を
右
に
書
い
た
字
を
大
き
く
、
上
に
奈
良
時
代
に
活
躍
し
た
長
屋

王
の
漢
詩
の
一
部
「
山
川
異
域
、
風
月
同
天
」
と
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
中
国
・
唐

の
詩
人
・
政
治
家
、
張
九
齢
の
詩
の
一
部
「
相
知
無
遠
近

万
里
尚
為
隣
」
と

近
江
神
宮
日
供
神
饌
講
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書
か
れ
て
い
ま
す
。
前
者
は
「
山
川
域
を
異
に
す
れ
ど
も
風
月
は
天
を
同
じ
う

す
」
後
者
は
「
相
知
る
に
遠
近
な
く

万
里
尚
隣
と
な
す
」
と
読
み
ま
す
。

昨
年
中
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
急
拡
大
が
始
ま
っ
て
ま
も
な
い
こ
ろ
、

滋
賀
県
と
友
好
協
定
を
結
ん
で
い
る
中
国
湖
南
省
に
県
か
ら
支
援
物
資
を
送
っ

た
際
、
長
屋
王
の
こ
の
詩
を
書
い
て
送
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
湖
南
省
か

ら
返
礼
の
物
資
が
送
ら
れ
、
そ
れ
に
こ
の
張
九
齢
の
詩
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
今
回
、
日
中
の
平
和
と
病
魔
退
散
を
祈
る
意
味
を
も
っ
て
採
り
上
げ
た

と
の
こ
と
で
す
。
他
の
神
社
で
も
、
今
回
は
感
染
症
の
収
束
、
克
服
を
祈
る
言

葉
が
多
く
採
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
は
建
国
記
念
の
日
の
ほ
か
に
も
、
四

月
三
日
の
十
七
条
憲
法
制
定
の
日
に
各
地
の
寺
院
で
の
揮
毫
、
二
月
に
は
ユ
ダ

ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
会
で
の
揮
毫
な
ど
、
揮
毫
、
書
の
奉

納
に
よ
っ
て
世
界
平
和
を
祈
る
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
建
国
記
念
の
日
の
揮

毫
も
軌
道
に
乗
り
、
こ
の
日
の
行
事
の
新
た
な
動
き
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
も
採

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

社
務
所
保
存
修
理
工
事
の
経
過

御
鎮
座
八
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
社
務
所
の
「
登
録
有
形
文
化

財
近
江
神
宮
社
務
所
保
存
修
理
工
事
」
が

始
ま
っ
て
半
年
近
く
と
な
り
ま
し
た
。
全

体
を
少
し
づ
つ
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
し
て
基

礎
か
ら
離
し
て
持
ち
上
げ
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
流
し
込
ん
で
ベ
タ
基
礎
に
改
め
、
そ

の
上
に
礎
石
を
置
き
直
す
な
ど
基
礎
の
改

修
、
部
材
を
点
検
し
て
ゆ
が
み
を
直
し
、

屋
根
の
銅
板
を
葺
き
替
え
、
第
一
応
接
室

な
ど
増
築
し
た
部
分
は
よ
り
ふ
さ
わ
し
い

形
に
改
修
す
る
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
参
集
所
を
臨
時
社
務
所
と

し
て
執
務
、
来
客
応
対
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、

足
元
も
悪
く
、
用
務
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
衣
裳
部
は
社
殿

か
ら
遠
く
な
り
、
ま
た
狭
く
て
、
あ
る
い
は

結
婚
式
の
控
室
が
な
い
な
ど
、
ご
利
用
の
方

に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
工
事
期
間
は
十
一
月
ま
で

の
予
定
で
す
が
、
そ
の
後
残
る
部
分
の
第
二

期
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

春
か
ら
初
夏
の
祭
典
・
行
事

三
月
十
七
日

午
前
十
一
時

祈
年
祭

四
月
二
十
日

午
前
十
時

例
祭

勅
使
参
向

四
月
二
十
五
日

午
後
二
時

近
江
ま
つ
り
子
供
み
こ
し
渡
御(

本
年
中
止)

四
月
二
十
九
日

午
前
十
一
時

昭
和
祭

五
月
十
七
日

午
前
十
一
時

崇
福
寺
鎮
魂
供
養
祭
（
崇
福
寺
跡
に
て
）

六
月
六
日

午
後
〇
時
三
十
分

流
鏑
馬
神
事

六
月
九
日

午
前
十
時

献
茶
祭

六
月
十
日

午
前
十
一
時

漏
刻
祭

六
月
二
十
七
日

午
前
十
一
時

献
菓
献
煎
茶
祭

六
月
三
十
日

午
前
十
一
時

日
供
神
饌
講
講
社
大
祭

饗
宴
祭

六
月
三
十
日

午
後
四
時

大
祓
式

講
社
通
信
は
近
江
神
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
。
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「
日
供
神
饌
講
」
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